
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワールドクリスマス ネイパル森 

世界のクリスマスを知り、異年齢・異文化交流を図る 

１ 事業のねらい 

  クリスマスをテーマとした国際文化
に触れる活動を通して、日本や海外の風
習に対する理解を深めるとともに、異年
齢間、異文化間の交流を図る。 

２ 事業の概要 

 ■期日 R5.12.16(土)～17(日) １泊２日 
■対象 小学４年生～６年生 
■人数 67 名（74 名応募） 
■場所 ネイパル森 
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４ ねらいを達成するための活動の工夫 

 ■近隣地域の外国人 ALTと連携・協力 
  ・国際交流のための外国人スタッフとして、渡島管内の北斗市、

鹿部町、森町の３市町の ALT に協力を要請した。また、より確
実にねらいを達成させるため、直接事前打合せに足を運んだり、
スケジュールやプログラム内容を英語翻訳し、事前に確認して
もらったりするなどの工夫をした。 

 ■よりクリスマスらしさを体感するためのプログラム構成 
  ・全体を通して、ストーリーを設定することで参加者がより没入

してプログラムに取り組めるよう工夫した。また、プログラム
同士を関連付けることで、クリスマス事業としてより一貫性を
持たせることができるよう工夫した。 ゲームの中で ALTと交流 

ランプシェードで点灯式 

６ ねらいを踏まえた成果と課題 

 ●アンケートでは「外国の文化を知ることができた」、「班
で協力することができた」などの声が多かったことから、
事業のねらいは概ね達成できたものと考える。 

 〇参加者は班内で交流を深めることができたと考えるが、
広く参加者同士が関わりをもつ場面が不足していたこと
から、活動単位のあり方に工夫が求められる。 

 

 ストーリー性のあるプログラ

ム構成と、近隣市町ＡＬＴと

の連携・協力。 

企画のポイント 

５ 事業の評価 

 
 
 
 
 
 
 
■参加者アンケートから、 
 「世界のクリスマス文化への理解」に関する項目で、90%以上が肯
定的な評価をした。 

■参加者の声「ナゾを一緒にとくことで、より仲が深まった。」 
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新たな友達や外国人と交流できた
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